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.事耳目小底力、ら白馬岳を~む（ 自民岳（~朝日町で一番患いii所 ｝

ぬれ

4
午
前
5
時
羽
田
信
山
頂
て
御
来
光
を
望
仁

（午
後
5
時
頃
）

‘
朝
日
小
屋
前
人
膏
や
赤
の
テ
ン
ト
の
花
が
吹
く

ー
郷
土
朝
日
町
で
自
慢
で
き
る
こ
と
は
何
で

す
か
」
と
問
い
か
け
ら
れ
て
、
あ
お
だ
は
答
え

る
こ
と
ガ
で
き
ま
す
か
？

郷
主
の
素
晴
し
い
所
を
見
落
し
て
、
可
自
慢
で

き
る
も
の
な
ん
て
、
な
い
よ
」
と
い
っ
て
い
る

人
を
時
々
見
か
け
ま
す
。

朝
日
町
で
一
番
自
慢
で
き
る
こ
と
は
，
自
然
’

で
す
。
一
昨
昨
年
の

3
月
に
宇
奈
月
町
と
の
境
界

ガ
決
定
し
、
朝
日
町
で
一
番
高
い
場
所
は
白
馬

岳
山
頂
〈
標
高

2
、
9
3
3計
）
と
怠
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
水
ガ
き
れ
い
で
一
夏
に
却
数
万

人
ガ
訪
れ
る
宮
崎
海
岸
ま
で
、
標
高
差
3
干
討

の
中
に
沢
山
の
素
晴
し
い
自
然
ガ
榔
め
ら
れ
、

町
の
面
積
の
半
分
以
上
ガ
吋
中
部
山
岳
国
立
公

園
」
や
「
県
立
自
然
公
園
L

に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
夏
に
は
、
深
山
幽
谷
の
申
に
身

を
あ
き
雪
の
冷
だ
さ
に
触
れ
だ
人
ガ
、

一
度
下

界
巳
下
れ
ば
海
水
浴
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

こ
う
い
う
町
は
、
県
内
に
は
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
せ
ん
し
、
全
国
的
巳
も
診
し
い
は
ず
で
す
。

さ
て
日
本
を
代
表
す
る
山
々
ガ
連
怠
る
北
戸

ル
ブ
ス
。
そ
の
中
で
も
高
山
植
物
の
宝
庫
と
し

て
知
ら
れ
る
白
馬
岳
・
朝
日
岳
。

特
巳
朝
日
岳
は
、
ー
朝

日
町
L

と
い
う
町
名
の

由
来
に
も
怠
つ
だ
郷
土

の
名
山
。
夏
に
な
る
と

二
百
数
十
種
の
花
ガ
一

度
に
咲
き
乱
れ
る
抱
上

の
楽
園
と
な
り
ま
す
。

力
ラ
ー
で
芯
い
の
ガ

残
意
で
す
ガ
、
ふ
ん
い

気
だ
け
で
も
昧
わ
っ
て

く
だ
さ
い。

a司
「

m刊
の
草
岡
」
鎖
漏
付
近
か
ら
朝
日
岳
頂
ょ
を
混
む

Vキヌカサ，つ、白色）VコJ、ルトブルーのイワキキョウVニ，コつキスゲ｛黄色）
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事
故
依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向

図 l

10.2日ーι 99日

／、.......8.98 

7.58/ ＂、7.2臼

司E敏発生 1件当たり 日数6 

9
月
幻
日
か
ら
秋
の
交
通
安
全
連

動
が
始
ま
り
ま
す
が
、
交
通
半
前
の

発
生
件
数
は
、
依
然
と
し
て

m加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

入
義
口
融宵
・祭
将
の
調
べ
に
よ
る
と
、

8
凡
凶
日
攻
作
の
刺
日
間
で
発
生
し

た
が
政
件
数
は
泣
件
、
白H
似
品
れ
お
人

と
、
問
叫
ト
仕
の
と
こ
ろ
死
将
は
い
な
い

も
の
の
、
小
紋
先
生
の
べ

l
ス
か
ら

い
え
ば
、
約

一
週
間
に

一
件
と
尚
い

ペ
ー
ス
で
発
生
し
て
い
ま
す
，

年
間
の
発
生
件
数
J
U
附
和
臼
年
以

12 
tl 

10 

8 

米地加し続けており、このペー

スでいけば、前年をしし副るのは

必引の状況となってき

ましたe

「交通事故緊急事態」

が発令された昨年は、9

月初日現代において、

ギ故発生件数はお件、

負仰向者山花私、死者2名

となっておリ、いかに

今年がおいペースで発

中しているかわねわかリ

のことと思います。

さて、事故発生原凶

別の発生状況を見ると、

前方不注意や安全不体

認、スピードの出し過

さによるものが最も多

区分 件 数 死者 負傷者 自動車台数

54 47 l 61 8,397台

55 36 5 57 8,766台

56 37 2 40 9,051台

57 41 3 46 9,542台

58 32 。 35 

i:f.) 58年l.i8 }'! 19日JJl.<1'
自動中台数l.i原動機付自転車以上

交通事故発生状況（朝日町）

．．
． ，

 ，
 

・

．． 、.

58il' 57 56 55 54 

原因_jjlj発生状況｛入普普察署管内）

ユピードの出し過~

37 35 

8 

図 2
1屯
40 

30 
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ID 

く
な
っ
て
い
ま
す
が
‘
紋
近
の
5
か

年
間
を
見
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

治
主
に
よ
る
も
の
が
附
利
引
年
で
は

お
件
と
、
日
年
の

4
倍
強
に
な
リ
、

安
全
不
確
認
の
件
数
を
上
削
る
よ
・
7

に介。
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
っ
て、

飲
酒
し
た
人
が
自
分
で
は

逆
転
に
支
障
が
な
い

と
思
う
場
合
で

あ
っ
て
も、

①
ブ

レ
ー
キ
の
跨
み
方
が
遅
れ
る

②
速
度
の
出
し
過
ぎ
が
目
立
つ

③
ア
ク
セ
ル
の
絡
み
方
が
組
券
に
な

？。
な
ど
、
運
転
技
能
が
低
下
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
少
日
ぼ
で
あ

っ
て
も
、
婚
を
飲
ん
で
運
転
す
る
ニ

と
は
、
き
わ
め
て
危
険
で
あ
り
、
絶

対
に
や
め
て
は
し
い
も
の
で
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
ま
ず
ベ
ル
ト

、
e・

さ
て
、
あ
な
た
は
中
に
品
取
っ
て

い

る
と
き
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
泊
問
し

て
い
ま
す
か
。
中
に
付
い

て
い
る
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
飾
り
で
は
あ
リ
ま

せ
ん
。
ド
恩
に
来
っ
て
い
て
万
が
一

下

放
に
巡
ヮ
た
州
場
合
、
そ
の
被
小
札
口
を
防

止
し
た
り
、
軽
減
す
る
な
ど
大
き
な

役
割
を
来
た
し
ま
す
。

し
か
し
、

「
．
由
倒
だ
か
ら
」

「
き

ゅ
う
く
つ
だ
」
な
ど
の
理
由
で
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
活
用
し
な
い
ド
ラ
イ

バ
ー
や
同
来
者
が
大
変
多
い
現
状
で

す
。笑

験
に
よ
り
ま
す
と
、
時
述
印
キ

ロ
で
走
っ
て
い
る
が
が
闇
定
昭
に
衝

突
す
る
と
、
そ
の
衝
較
は
、
な
ん
と

ビ
ル
の
五
階

（
約
は

γ
）
か
ら
務
ち

た
ン
ヨ

ツ
ク
に
等
し
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
体
重

ωキ
ロ

の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
時
速
初
キ
ロ
の
迷
度
で

固
定
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
し
ま
す
と
、

そ
の
時
・
に
受
け
る
衝
磐
は
、
体
重
の

6
倍
以
上
に
相
当
す
る
重
さ
の
物
が

， 
喝‘，.
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飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

S4 

ま
た
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ

で
何
回
と
な
く
陀
立
が
促
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欽
消
運
転
に

よ
る
事
故
は
い

つ
ニ
う
に
な
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

飲
術
運
転
の
検
挙
数
で
も
、
人
普

署
管
内
8
月
刊
日
問
視
ト
仕
で
附
件
と
昨

年
に
比
べ
倍
幼
と
な
っ
て
ま
す
。

こ

れ
を

一
件
当
た
り
日
数
に
検
算
す
る

と、

2
B
に
一
件
の
割
に
な
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
た
と
え
少
註
で

S3 

ぶ
つ
か

っ
て
き
た
の
と
附
じ
力
が
働

く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
用

衝
突
今
般
に
よ
る
被
害
を
HM
少
阪

に
食
い
止
め
る
た
め
に
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
は
次
の
よ
う
な
効
力
を
発
抑
し

ま
す
。

V
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
ゃ
い
邸
内
の
突
起

物
に
頗
や
胸
を
悠
打
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
。

V
激
突
時
の
シ

ヨ
ソ
ク
に
よ
っ
て
、

ぃ
出
十
外
に
は
じ
き
出
さ
れ
る
こ
と
を

防
止
し
た
り
、
万

一
火
災
を
起
こ

し
た
と
き
で
も
．
激
突
に
よ
る
立

織
を
失
う
こ
と
が
な
く
、
占
平
外
に

避
熊
で
き
る
。

V
体
が
同
定
さ
れ
る
か
ら
、
逆
転
に

注
意
力
が
集
中
し
、
カ
ー
ブ
や
で

こ
ぼ
こ
道
て
も
、
さ
ほ
ど
誠
れ
な

い
で
運
転
で
き
る
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
は
、
こ
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

約
八
割
の
人
が
着
用
し
な
い
で
運
転

し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と

っ

て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
こ
そ
安

全
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
す
。

お
年
寄
り
を
守
ろ
う

さ
て
、
交
通
事
散
と
い
う
と
、

と

り
わ
け
、
お
年
寄
り
の
犠
牲
者
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
は
、
交
通
ル
｜
ル
を
は

じ
め
と
し
た

n
交
通
環
境
。
の
変
化

に
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
が
あ
リ
ま

す
。
ま
た
、
年
を
と
る
と
、

当
然、

体
力
を
は
じ
め
運
動
機
能
や
感
覚
機

。

能
か
此
ド
し
ま
す
＠
し
か
し
‘
本
人

は
ま
だ
ま
だ
ぷ
い
つ
も
り
で
い
る
た

め
、
こ
の
よ
払
議
と
収
実
々
の
ギ
ヤ

ブ
フ
が
本
政
を
初
m
く
、
多
く
の
安
附

と
な
っ
て
い
ま
す
ω

1
交
通
け
ぼ
の
多
い
道
路
を
ク
ル
マ

の

流
れ
を
無
川
町
し
て
ゆ
う
ゆ
う
と
歩
い

て
波
る
お
年
得
リ
、
泣
つ
い
て
く
る

ク
ル
？
を
よ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
体
は
な
か
な
か
品川
か
な
い
｜

ド
ラ
イ
バ
ー
の
符
さ
ん
‘
お
年
待

リ
特
有
の
心
剛什
．
や
行
動
を
埋
解
し
、

お
年
寄
り
を
見
た
ら
、
ま
ず
徐
行
逆

転
を
心
掛
け
、
お
年
寄
リ
を
交
泊
予

故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

家
族
で
話
し
合
い
を

事
故
は
、
逆
転
行
の
過
失
に
よ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
‘

イJ
供
や

ε人

の
終
び
山
し
、
い
ハ
ワ
縦
…
悦
な
ど
、
－父

通
ル
l
ル
を
守
・
り
ら
い
た
め
に
起
き

る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

交
通
事
般
の
な
い
明
る
い
町
づ
く

り
に
は
、

一
人

一
人
の
認
識
が
大
切

で
あ
り
、
家
族
や
地
域
の
中
で
話
し

合
い
を
進
め
、
交
通
安
全
へ
の
意
識

を
高
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

家E笑みん主主で

交通安全会”を

開きましょう。

＠ 広．
V
1
1
司
弓
u
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ふ
つ
も
元
気
に
活
躍
さ
れ
る
お
年
寄
り

9
月
刊
日
は
叡
労
の
目
。
朝
日
町
に
住
む
的
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
、
全
人
口
の

4
1
4
・
9
%、
2
8
4
1
0人
。
ひ
と

D
Cお
年
寄
り

と
い
っ
て
も
、
健
康
状
態
や
生
き
方
は
僚
々
で
す
。

こ
こ
に
登
損
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
舎
も
現
役
で
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
方
々
で
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
。

マ
イ
ペ
ー
ス
の
人
生
を
黙
々
と
歩
む
そ
の
姿
か
ら
は
、

と
い
う
膨
は
見
る
こ
と
ガ
で
き
な
い
。

お
年
寄
り

,. 

』

F
大
平
勝
次
さ
ん
。
刊歯属
。
宮
本
町
。
今
も
大
工
の
棟
梁
と
し
て
活
躍
。
げ
歳

で
見
習
い
に
。
軍
隊
に
日
年
行
っ
て
い
る
．
そ
れ
を
引
い
て
も
、
も
う
刊
年
以

上
に
な
る
。
『
大
工
と
い
う
仕
事
に
は
、
造
る
喜
び
が
め
る
。

一
つ
一
つ
遭
っ

た
仕
事
が
で
き
、
し
か
も
思
い
出
に
な
っ
て
残
っ
て
く
る
。
一
番
思
い
出
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
旧
泊
中
学
校
の
講
堂
。
軍
隊
に
行
っ
て
い
た
分
、
よ
け
い
に

働
か
ね
ば
と
患
っ
て
い
る
。
健
康
の
秘
訣
は
気
の
は
付
ち
方
で
す
」
と
の
こ
と
。

ひさ広報あ

5
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h
F
浜
田
清
九
郎
さ
ん
。
刊
縁
。
富
情
。
漁
業
に
従
事
。
今
も
、
朝
の

3
時
頃
か

ら
、
向
を
繰
り
、
タ
チ
ウ
オ
な
わ
漁
や
タ
イ
な
わ
漁
に
出
て
お
ら
れ
る
．

『一

年
を
通
じ
て
海
に
出
る
の
で
、
シ
ケ
の
日
な
ど
、
海
に
出
な
い
と
窓
当
に

さ
び
し
い

ψ

海
に
出
て
働
く
こ
と
が
健
康
の
泌
訣
」
と
の
こ
と

h
F
大
菅
＋
造
さ
ん
。

η
由風
。
古
来
下
町
。
歯
科
医
院
経
営
。

息
子
さ
ん
も
歯
科
医
と
し
て
独
立
さ
れ
て
い
る
が
、
今
も
現

役
で
活
躍
。

「
ま
だ
、
私
を
慕
っ
て
訪
れ
る
人
が
多
く
、
遊
ぶ

暇
は
な
い
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
健
康
の
た
め
に
い
い
の
だ
ろ
う
。

ま
だ
ま
だ
凶
年
は
や
れ
る
と
思
う
」
と
の
こ
と
。

I 
.大村常次郎さん。 81歳。神田町。親の

代からの履物店を経営。今年で80年の歴

史を誇る。酒とタバコは一切やらない。

健康の秘けつは.r食べ物をよくかんで

腹八分目でやめること。それと，家庭円

満が一番J とのこと。

』

F

－m坂
伊
三
次
郎
さ
ん
。
河
館
。
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
公
認
審

判
員
。
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
公
認
審
判

員
講
習
会
に
参
加
。
実
筏
と
筆
記
獄
験
に
み
ご
と
合
同
情
。

「資
絡
を
取
っ
て
も
、
何
年
活
用
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い

が
、
資
格
を
持
つ
者
が
い
な
い
と
大
会
に
さ
え
出
場
で
き

な
い
。
体
を
動
か
す
こ
と
と
、
人
の
世
話
を
す
る
な
ど
、

頭
を
適
当
に
使
う
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で
す
」
と
の
こ
と
．

慎重大雪聞書 小霊 前

鋼編関舗脇盟結省頭 234

松西大台村山 江 大水平川大
原因蔵田上崎 j拘I］久島坂上平

イ呆

させ盟なつみつ金すきのみ
とい吉みるよま郎てよふい

96 94 94 94 94 94 93 93 92 92 92 92 

厳月 ;j;J~繰 fir 竹俗 f 西 ｜；
川 の f立川 辺

Ill以新内町 1.i 目f'I'" 

十

終山人

前
頭
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14両 2

鷲小角水大山南藤寺長平山
i事丸島森阿部井田井野 本

点
や文は之ひ茂ちす千よい常
い子る肋ろ次やゾ｛にきよ 馬

91 91 91 91 91 91 91 90 90 90 90 90 

東荒5殿 泌総 町舟束尚ア山
第丁 I定 南 Jll 草氷山』

野 Jll目町 針以保新型f町 店 普j’

十
両
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
山水折中 長九犬水平入藤安
田島谷野井里田島崎江田 達

岩 き
ょと亀み次 きつツつ みひ助
きみ蔵よ良ISよかネ弥ゐろ市

90 90 90 89 89 89 89 89 89 89 89 89 

上上笹 川向山 中塗 三 山
横 山 水境道話政的
尾町川 山崎町 下町I 僑~

十
両
15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

勝大越水追池犬山江水瀬折
原 嶋間島分回田本洲野戸谷

理
ふきさそっ三つつひさきめ
みよとめや郎やかてとよよ

88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 

繭鉱山 ll ..柳東池竹辻町候
保崎 I立 与谷の岩南
経町総 tt凶野町内崎｛米 川

蒙
御
免

取 鏑

一
朝
日
町
成
会
持
以

清

水

賢

寺 物i

l;l 

崎

俊

一
朝

日

町

住

民

悩

祉

課

長

司

一
九
月
十
五
日
調

舗泊先

朝朝
日前日

老町
在 住
う民
プ福
宏祉

会課

竃

朝
日
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

昭
和
五
十
八
年

t主

行

一
敬

老

実

倹

一
朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
長

グ〉

日

前璽小 型関型大型慣
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江門 川島佐坂居 殿 山 松 県l小
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ふつれをもい 房 つ i原つ 迄 つ
じるい りり よ治ね嗣や内や

92 92 92 92 93 93 93 94 94 94 95 97 

竹金疑上草南西中 d暴挙舟山
の 横｛呆下道 Jll 
内 山谷尾野総厨1下島民間I新 r.
十 前

頭
2両 1413 12刊 109 8 7 6 5 

吉坂水石折水谷黒大小岡寺
田藤島田谷野口崎井津崎崎

良
あちフ 次の むしも〈滋ちさ
いよヨ郎ふめいとさ子よと

沌 南 山笹辻 小 山 殿 西 下 東
｛呆波崎 岩 崎 下 積 務
総 新川崎更越町町尾野

十
周

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 
越波草谷野山大吉佃常空中
坂 関野田村本平 江 石王島

す郎スヱきよきみきや日や
て助サイみし りつよよ良ゑ

F宮 上 南 下 横 主主竹 月
償 保山縫の坊筏
尼崎 町 怠 新道 野 内 山

＋ 

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16脅
竹長横贋殿稲青渡石名稲
内井川田村葉 島 辺 橋 越 垣

順源
あみ法文一ハ次サよあみ
きよ学助郎ル郎ヨいいよ

88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 

笹宮警窪東 f 羽 井月百
本孟下型縫ノ 孟
町酎図町巨人 口 山 崩－
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「みん怠のたより1

泊
小
学
校
6
年

間
部
謙
一
ニ
く
ん

「
町
土
美
化
」

ぼ
く
は
、
朝
日
町
の
町
土
美
化
運

動
に
つ
い
て
二
つ
の
印
象
を
持
っ
て

い
ま
す
。

一
つ
は
、

一
度
こ
わ
さ
れ
た
自
然

は
、
も
と
に
も
ど
す
の
は
む
ず
か
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
例
は
、
木
流
川
な
ど
の
川
で

す
。
木
流
川
に
は
、
ゴ
ミ
ゃ
あ
き
カ

ン
が
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
い
ま
す
。
ぼ

く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
上
流
の
人

た
ち
が
拾
て
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ぼ
く
は
、
下

流
の
人
た
ち
も
姶
て
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ぼ
く
も
時
々
、
一
人
ぐ
ら
い

と
つ
い
ゴ
ミ
を
捻
て
が
ち
で
す
。

み

’p均a広時

みんなの広場は、みなさん

のページ．です。あなたの言い

たいこ t、あなたの仲間たち

ゃ友人の紹介．仲間を集めた

いときや探しもの・売りもの

など．どんなことでもけっこ

うです。役場広報係までEし

どしお・4寄せください。

－
み
ん
な
の
広
揖
＠

保険料はどのように運用

されていますか。

筈 私たらが受ける国K年金

は．私たちが納める保険料

収入と術点金の日雇用利子によっ

てまかなわれていますが．国 も

給付の 3分の lの費用を負組し

ています。また．国民年金に必

要な事務費などは別に国の経費

で負担されています。

積立金は．将来年金として支

払わられるまでの間．聞が責任

をもって有効に運用するため．

一部は公共福祉総設の建設事業

償と して市町村に融資をしたリ

健康増進やレクリエーションの

ために加入者が割安な料金で利

用できる 「国民年金保養センタ

ー」の建設等に役立てられてい

ます。さらに．加入者で住宅に

困っている方のために住宅資金

の貸し付けをしています。

老
人
ホ

~~ 
た元
つ気
τT 

帽立量 二役

問

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
全
般

今
回
は
、
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

同
時
交
流
日
本
派
遣
固
め
指
導
者
と

し
て
、
西
ド
イ
ツ
に
行
か
れ
、
こ
の

ほ
ど
保
国
さ
れ
ま
し
た
償
山
三

明
さ
ん
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て

み
ま
し
た
。

A
－
横
山
さ
ん
は
、
魚
津
市
出
身

の
必
歳
。
電
々
公
社
に
勤
務
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

趣
味
は
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
。

ス
ポ
ー
ツ
は
何
ん
で
も
こ
な

さ
れ
る
。

「
他
人
に
自
慢
で
き
る
は

ど
う
ま
く
は
な
い
で
す
が
、
た
い
て

い
の
ス
ポ
ー
ツ
は
で
き
ま
す
」
と
お

っ
し
ゃ
る
。
「
小
学
校
時
代
か
ら
走

る
こ
と
が
好
き
で
、
道
路
に
線
を
引

い
て
走
っ
た
り
、
海
が
近
か
っ
た
た

め
一
日
中
泳
い
で
い
た
り
。
中
学
、

高
校
時
代
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
パ
レ

私
た
ち
の

「
笹
川
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

愛
好
会
」
は
、
昨
年
の

9
月
に
結
成

さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
会
で
す
。

会
員
は
、
同
歳
か
ら
印
議
後
半
ま

で
の
婦
人
初
名
で
偶
成
さ
れ
て
い
ま

す
。発

会
の
急
、
っ
か
け
は、
「
日
頃
、
運

動
と
あ
ま
リ
縁
の
会
い
秘
た
ち
婦
人

が
、
何
か
を
や
っ
て
運
動
不
足
を
解

消
し
た
い
U

と
機
会
あ
る
毎
に
話
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
何
を
し
た
ら

良
い
の
か
決
定
的
な
も
の
が
な
か
な

か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Jll ~ 

（上2
18 寸

宇奈町

五緒お

里］美み
「笹川ジャズダンス愛好会J

ー
ポ
｜
ル
な
ど
団
体
鏡
抜
で
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
や
技
術
面
を
学
び

ま
し
た
。
そ
し
て
社
会
人
に
な
っ
て

野
球
を
始
め
ま

ノ

』司

者

J

し
た
。
今
は
、

噌

E
団
関

川

健
康
の
た
め
に

e町四
年
白

さ

叫
l
少
配

明

一
日
で
も
長
〈

－

フ

山
川

一一一

続
け
て
い
け
る

～

川

羽

山

ょ
う
願
っ
て
い

＼

独

町

l
ま
す
」
と
の
こ

＼

臼

同

相

と
。
き
て
、
な

ぜ
こ
の
長
期
に

わ
た
る
交
流
会
に
参
加
し
た
の
か
を

た
ず
ね
る
と
「
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
指
導
者
の
方
々
と
生
活
を
共
に

し
、話
を
し
て
い
る
う
ち
に
海
外
（
西

ド
イ
ツ
）
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
勉

強
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

そ
う
で
あ
る
。

「
西
ド
イ
ツ
に
は
一
ヵ
月
近
く
滞

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、

一
会
員
が

「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
で
も
習
っ
て
み
た

い
ね
」
と
切
り
出
し
た
こ
と
が
始
ま

り
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
教
え
て
く
だ
さ
る
先

生
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

り
公
民
館
に
話
を
し
て
、
講
師
の

先
生
を
紹
介
し
て
も
ら
い
た
い
と
頼

｜
｜

J
 

ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
で

健
康
管
理
と

ス
ト
レ
ス
解
消

ん
ど
と
ニ
ろ
、
岐
小
学
校
の
教
諭
で

あ
る
竹
谷
孝
子
先
生
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
昨
年
の

9
月

8
日
か

ら
、
月
Z
回
平
均
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。一

回
に
一
時
間
半
は
た
っ
ぷ
り
と

汗
を
流
し
ま
す
。

会
員
は

「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
始
め

総務部

合動務先

小川建設工業

在
し
ま
し
た
が
、
そ
の
問
、
方
々
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

あ
ち
ら
は
、
日
本
に
比
べ
て
器
具

や
設
備
に
多
額
の
投
資
を
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
特
に
印
象
深
い
の
は
、

棚
山
の
池
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
よ

う
会
プ
ー

ル
で
す
。
立
木
や
傾
斜
な

ど
、
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
周
辺
は
芝

生
の
広
場
に
な
っ
て
い
て
利
用
者
が

寝
そ
べ
っ
て
い
る
。
自
然
を
う
ま
く

利
用
し
た
施
設
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

こ
う
い
う
点
は
日
本
で
も

見
習
う
べ
き
点
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
J

大
変
有
意
義
な
旅
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

て
か
ら
、
制
限
通
も
良
く
、
体
の
調
子

が
良
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
が
増
え
て
、
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
愛
好
会
が
長
〈
発
展
し

て
い
く
よ
う
頑
張
り
た
い
と
、
会
の

代
表
で
あ
る
小
林
友
子
さ
ん
も
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
猛
暑
も
何
の
そ
の
、
軽
快

な
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
、
今
日
も
か
け
声
が
議
堂
い

っ
ぱ

い
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。

やまびと通信に答えて

健
康
づ
く
り

に
つ
い
て

実

「
衛
生
の
繁
っ
た

き
れ
い
な
環
鳴
で
、

健
康
で
善
良
な
町
民

の
養
成
」
と
「
健
康

づ
く
り
に
絡
の
出
せ

る
健
康
自
然
村
」
と

い
う
健
康
に
関
す
る

提
言
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

回

答

地
域
環
境
づ
く
り
に
は
、
一
人

一

人
の
公
徳
心
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
経
々
の
形
て
啓
発
運
動
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
住
民
参
加
に
よ
る
級

強
い
美
化
運
動
を
展
開
し
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
公
徳
心
の
か
ん
養
を
図
り

な
が
ら
、
環
境
浄
化
に
つ
い

て
よ
り

一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
寸
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
は

昭
和
臼
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し
た

「
健
康
管
理
活
動
計
画
」
に
基
づ
き

H

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
u

を

崎寺町長

合
言
葉
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
活
動

を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
健
康
づ
く
り
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
健
康
教
育
謙
虚
、
健
康
体
操

教
室
、
健
康
相
談
、
食
生
活
改
善
活

動
な
ど
健
康
教
育
活
動
と
、
住
民
検

診
や
ガ
ン
検
診
な
ど
各
慢
の
健
康
診

断
を

2
K干
の
柱
と
し
て
各
地
区
で
実

．施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
健
康
づ
く
リ
は
、
町
の

憲
一
要
な
地
策
と
し
て
位
置
づ
け、

2

本
の
柱
を
中
心
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
活
動

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
健
康
肉
然
村
と
い
う
明
記

さ
れ
た
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
棚

山
台
地
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
運
動
広

場
な
ど
を
設
け
、
生
き
が
い
セ

ン
タ

ー
を
中
心
と
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の

恕
い
の
場
、
ん
女
ら

g
の
州
場
を
造
成
い

た
し
ま
す
。
一
言
っ
て
み
れ
ば
、
自
然

の
中
で
健
康
づ
く
り
が
で
与
る

「
健

康
自
然
村
」
に
匹
敵
す
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

泊高校を卒業し． ニの春から小JII建設

に。今は石油関係の事務をしています。

社会人になって．やっと 5ヵ月。無我夢

中の毎日です。先簸に lから10まで教え

てもらいながらも失敗の連続て＼早〈仕

事を覚えたいと思います。

また．会社では受付けもやっています

ので． 「笑顔をたやさずJ 「誠意を持っ

て IJ をモットーにしています。

毎年「今年こそスキーがもっとうまく

なリた~＇J と思いつつ進歩しません。今

年こそ絶対に上達したい／

夢lま．どんな店でもいいです。自分の

店をもてたらいいな。得意な料理は．天

J：ら．お菓子などいろいろ。

..味
茶道・ 音楽鐙賞

＊＊~集It.lit

両統・兄の4人家族

－
み
ん
怠
の
広
揖
＠r
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福

祉
だ
よ
り

；般

；計j

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
計
年

度

一
般
会
計
決
算
削
酬
は
、
政
人
合
計

l
o、9
6
6
千
円
、
ぬ
山
合
計

l
0
．

2
3
4千
円
で
益
引

7
3
2千
円
と

交付金 2.398

1111.t.: r・刊

お
払
た
ら
を
と
リ
ま
く
社
会
環
境
は

臼
ご
と
に
高
度
化
さ
れ
、
そ
の
反
面
、

地
凶
械
の
連
僚
か
薄
札
つ
つ
あ
る
な
か

で
、
品
開
外
悠
の
多

い
時

代
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す

そ
・
ヲ
し
た
な
か
で
‘

点
ま
札
な
い
打
や

ハ
ン
テ
ィ
の
あ
る

万
を
助
け
んH
・7
・
｝
と
は
し
と
よ
リ
．

地
域
て
の
『
ふ
れ
あ

い．
思
い
や
リ
」

が
よ
リ
必
繋
な
時
代
と
な
っ
て
む
リ
、

u内
々
の
機
会
を
と
・
り
・
え
て
．
地
域
初

祉
の
向
上
か
叫
J
れ
て
い
ま
す

か川
祉
の
H
H

僚
は
．
バ
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
か
、
一
人

・
人
の
れ
ぷ
性、

、
初
切
の
倫
を
広
け
よ
・
7
』
と心
的

主
体
掛
川
合
館
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
、
年
制
叫
切
山
地
品川
強
制
州
の
キ
ャ
ン
へ

l
ン

そ
し
て
琳
d
i
d
－か
同

附
か
ら
狐
必
ず

が

行

わ

れ

て
い
ま
す
が
、
山
崎
小
川
子

る
－

z－C
〈
、
社
会

の
一

日付
と
し
て
必
絞
が
山
川
町
山
川
相
続
切
巡
動
本
部
か
・り
．

め
ら
れ
．
そ
の
役
湖
を
来
た
す

ニ
と
、

「

縦
切
運
動
惟
進
協
力
校
」
n
H

愛
噺

そ
し
て
．
そ
・
ヲ
い
－7
な
か
で
以
い

が

を
受
け
ま
し
た

生
き
る

U

札口
び
を
は怒
じ
ら
れ
る
よ
・
7
な

ん川
崎
小
学
校
の
子
供
た
ち
叶品
、
峻

社
会
づ
く
リ
を
進
め
る
ニ
と
で
す
。

山
周
辺
の
ゴ
ミ
姶
い
奉
仕
を
一行
っ
た

噌・
3
1
・zfdkJp
z
t
3
l
i
l
l－－
5

・f
・1
i
t
3
1
5
P
3
161C
2
3
i
：i
e
J

～v
h

B

E

E

．，f

一『

n

h

‘
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E
E
F
F
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山

h
邑
・
圃
圃

．．
． 
，v

町

一‘唱
4
寸

J
d
a
T，
，

朝
日
町
社
会
福
祉
協
機
会

…

山

圃

－b
J
宮
町

a・

h

M

d

，bv凶匝
F
・・、

会
長

林

得

明

…

～V

a

a

－－－－－－－－
－－－－－－－
司

、

岡

山

』

aa－－
1

、

…

こ
の
た
び
、
祉
会
以
祉
協
受
ぷ
で

「

川
U
を
桁
〈
人
つ
く
リ
『

Z
叫

り

…
リベ

皆
様
に
町
全
体
の・

1
－5
の
小

総

と
し
て
地
山
信
一
怒
り
充
実
は
保
安
…

よ

…
て

悩
他
－
と
い
・
7
uの
ふ
と
ら
え

な
品
川
怖
を
む
っ
て
い
ま

す

吋

J

－
…
て
い
た
た
く
た
め
‘

「広
報
ん
さ

υ

伴
線
、
す
べ
て
の
人
か
生
き
か
い

…

＋
l

u

－－

－

』同

；
～

に

か
刷
制
た
よ
リ
も
と
し
て

川
祉

に
尚
ち
た
川
力
あ
る

M
他
社
会
つ
く

山

祖

…
協
議
会
の
活
動
内
芥
な
ど
を
拘
械
す

り
の
た
め
、
御
協
ん
い
た
た
く
よ
う

…

福

…
る
こ
と
に
し
ま
し
れ’Z

お

制

い

巾

し

あ

げ

ま

す

叩

T
i
s－
i
l－
－

9
F
i
j
i－
j
F3
3｝
3－

3
1
3
jei
1
1
3
1恥

な
リ
ま
し
た
．

殺
人
の
7
澗
は
、
県
や
町
、
以
社

会
悩
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
の
補
助
金

や
交
付
金
、
委
託
金
で
附
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
日
%

に
当
た
る
l
、

4
2

2
千
円
は
み
な
さ
ん
か
ら
一
散
情
当

た
リ

3
0
0
円
を
い
た
と
い
た
会
貨

で
すま

た
、
歳
出
の
半
額
は
、
一悩
社
団

体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
純
研
修
会
等

悩
祉
諸
事
業
、
ポ
ラ
ン

T
ィ
ア
活
動

の
推
進
、
歳
未
福
祉
対
策
な
ど
い
や
業

伐
と
し
て
．
通
関
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
決
算
に

つ
い
て
は
、

6
川
初
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

川別

u町
U
礼
会
一
悩
祉
協
議
会
川
議
H

A
U
で

必
勺
附
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

4'>1!1' 5.172 
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T軍

事

膏

《
対

事
惇

子

世

縄

問
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醤

世
祉
予
車

面圃

価

水

亀

（
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＜•’·！！：•佐官｝
る
か
け
た
結
決
、
さ
さ
の
同
会
で
社

会
悩
祉
下
業
法

の
改
正
と
い
・7
形
で
、

市
町
村
社
会
一悩
祉
協
議
会
と
、
そ
の

寸
前
動
が
法

律
で
総
定
さ
れ
ま
し
た
。

例
日
町
社
会
一悩
祉
協
議
会
も
、
法

律
上
認
め
ら
れ
た
こ
の
機
会
に
そ

の
治
動
を
よ
リ
高
め
て
い

き

た
い

と
号
、
え
て

い
ま
す

3

比円
僚
の

一
一問
の

御
協
わり
を
お
願
い
し
ま
す

い
湯
舟
小
学
校
が

川体総
裁
一切
運
動
、協
力
校
に

λ
タ

リ
．
午
以
や
京
総

に
小
さ
な
山
川
切
運

動
の
凶
h
Aを
川
町
勺
て
‘・
｝の
泌
動
に

H
削
除
的
二
取
り
仙叫
ん
で

い
ま
す

先
生
H
t
J
・

「
午
校
内
だ
け
で
る

く
‘
「
供
会
や
治
法
の
な
か
で
、

u

削
か
・り
の
江
い

の
愛

の
一

戸
な
ど
を

通
し
、
自
然
で
や
市
夫
な
税
切
述
動
を

進
め
た
い

」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

ニ
の
後
進
協
力
校
の
制
度
は
、

一

般
の
税
切
逆
動
に
あ
わ
せ
、
存
地
域

福
社
会
制
祉
協
議
会
で
は
悩
祉
募
金

と
し
て
皆
同
僚
に
幾
つ
か
の
募
金
を
い
お

願

い
し
て
わね
り
ま
す
が
、
日
年
度
の

広．
v
t
E戸

b

－
福
祉
だ
よ
り

⑪

ぷAFa制は合わせて630万円余

リとなリました。町民のみなさ

んに心から感謝いたします。

募金額の内訳は哀のとおリで

すが、それぞれの関係機関やが

業先へ届けております。

募金 区分
世情当

募金9t績
自信額

型車
日本赤十字社社資 275伺 1,283.400円

1Jl a国神li.$貸会費 25 118.400 

• 社会福祉協議会費 150 710,850 

金
計 450 2.112.650 

共 fii] J; 1: 250 1.187. 780 
秋

1Jj ぽ生保；韓併1;資金 30 142.140 

I 社会福祉協議会費 150 710,700 

金
；十 430 2.040.620 

殺未たすけあい募金 300 1,642,815 

日本亦十字特別lliU社資 510.000 

J口.. 6,306,085 

善意銀行

幻
件
の
善
意
を
受
付

朝
日
町
善
意
銀
行
で

は
、
日
年
度
に

mw
件
む

の
あ
た
た
か
い
選
立
の

的
託
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。飢

託
さ
れ
た
善
意
の
金
n
聞
は
、
恵

ま
れ
な
い
方
や
災
害
見
舞

い
と
し
て

あ
る
い
は
一
福
祉
団
体
や
悩
祉
総
設
な

ど
に
贈
り
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
は
社
会
一
悩
祉
協
議
会

の
悩
祉
活
動
や
級
末
た
す
け
あ
い
運

動
の
資
金
と
し
て
も
訴
川
し
て

い
ま

す
。

計
年
度
の
年
間
附
託
状
況
は
、

次
め
と
いn
j
と
な
っ
て
い
ま
す
．

の協力を得たいときは
活動を志す方 ゆ

~号＇：！）号<ff~包':!Jf}日ヘ

グループ れ I 主 なが訓 内容 ｜代dみ行｛｝  

制11l'f l: hぷ守，守，，.；：也r..Qi,, l'• 水正h ""・" (2-0748) 

制I II E 人 M ・除、’A 殿”留s
(3・0734)

山崎 r.’J 会 ，， I" ．畠.Ill Z画 水ぬれl( 
( 2 2387) 

V4 ， 司色 d山，ち，， ’嘩 E噛 μ；婚年J:!
(3 1463) 

人 H ~ σ、．事t” 人 WJ 時•tJ 入 札 久
(3-2612) 

M 11 ・A・ I 'i' ~削l:t剖，， 教（1.＇七~.？~：サイー1 ビAス 水刈 文 f
(2-1自51J 

f~ 臥” l制 止も” ~ ）克~ l' 椴 十I ltll 
fι r：ん 令書 (3 0734) 

Ill. 。》 本” 前t し I.I' 、、人・ •j l. 1fi {-

一
(2-0617) 

｛配臥 ，.t)¥! a血”

” 
出動 本・1L.二Lfマ

一 一一 ← ’ 

(2・0365)

~I II l¥! 品会 H

” 
愉 治水 と ιf

(2 0441) 

ボランティアセンターは社会福祉協議会にあります。

か
ら
J
U
相
川
切
巡
動
を
広
め
よ
う
と
の

よ
み
で
、
二
年
間
継
続
さ
れ
る
ニ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
そ
し
て
、
こ
れ

ら
幾
つ
か
の
協
力
校
の
チ
供
代
表
に

よ
る
発
表
会
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
e

朝
日
町
善
意
銀
行
も
、
ニ
の
運
動

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
宮
崎
の
良

い
イ
た
ち
の
綴
切
の
鎗
が
町
全
体
に

広
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ル
新
一し
し
着
替
之
を
ど
あ
、
安
併が
3
2
2
2

‘av
－－

ep

－－g－e

浄
月
姫
高
原
百
一
一風一章）舟
山清一央官需婚笹川町世
恥m
v軍
」
黒
d

’mM
角￥一
一晩
一e・・見通

路

H
K

い
問
、
術
保
で
過
ご
し
て
お

ら
れ
る
孔
ん
と
の
わ
ね
年
待
リ
に
、
川
呉

川
の
肌
ね
を
む
附
リ
し
、
む
日
比
加
叫
い

か
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
わ
り
日
比
側
い

は
ι昨
年
行
勺
て
い

る
む
の
て
．
・
』
と
し
は
臼
名
の
打
に

つ
い
て
．
お
鏡
的
、

各
地
慌
の
民
生

委
H
U
が
術
伏
中
の
お
年
得
リ
を
訪
問

し、在人クラブ迎合会と湾立銀

行から贈られた肌必をわり放しし

本AVEしれ～。

また、ニれにあわせて、白山

川町や川町凶行立銀行か・り鮒られた夏

期比緑川川が、ひとりく・均し在人

の万や必まれない万々にも届け

られました。

現金 の ii

-u f質託 6 6件 2.276.369円

j官定筒託 1 5 492 ,058 

8 1 2.768.427 

物品の部

一 般 fj'( ~t I 3 

指定 ffiH: 3 

I 6 
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J 会 .leiそ の た I品、係ま国 会

関
係
福
祉
団
体

ι人
ク
ラ
ブ
述
合
会
‘
ほ
族
会

身

体
防山札け
い
む
協
会、

川
町
立
問
答

行
協
会
、
似
い
市
人
会
、
ひ
ま

わ
り
会
｛
仙
川

wn山
口
成
会
｝、
母

子
・悩
祉
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友

の
会
、
民
生
委
以
協
議
会

－
福
祉
だ
よ
り

⑪



9
月
叩
日

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
を
開
設

置要司・断酒
第
mm
田
町
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

マ

準

決

勝

境

ロ

｜

8
泊
一
区

泊
二
区
A
ロ

ー

ロ

山

崎

（
泊
二
区
A
の
繍
選
勝
ち
）

勝

境

問

｜

3
泊
二
区

A

マ
決第

U
田
町
児
童
ク
ラ
ブ

野

球

大

会

マ
準
決
勝

川
叩
1
2
横

ロ
ー
ロ
本

境赤

月

フ

の

けんこ

9 

O
対
象
者

家
庭
婦
人
と
指
導
者
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
が
、
ご
自
由
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

O
募
集
人
員

削

名

O
申
込
期
間

9
月

5
日

O
申
込
方
法

所
定
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
朝
日
町
教
育
委
員
会

又
は
総
合
体
育
館
、

な
お
、
ハ
ガ
キ
は
教
育
委
員
会

又
は
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

O
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
教
育

委
員
会
又
は
総
合
体
育
館
へ
お
閉
会

せ
く
だ
さ
い
。

親
子
水
泳
教
室

大
盛
況
の
う
げ

8
月

2
・
3
・
4
日

（前
期
）
と

8
月

m－
H
－

U
日

（後
期
）
の
6

日
間
に
わ
た
り
、
町
営
中
央
プ
ー
ル

で
、
税

f
M
W名
の
参
加
を
得
て
、

綾

子
水
泳
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
、
水
に
入
る
だ
け
で
「
お

母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
」
と
泣
く
子
供

も
い
ま
し
た
が
、
「
綾
子
の
水
の
紛

け
合
い
」

「
水
の
中
の
に
ら
め

っ
こ
」

「
ワ
ニ
さ
ん
ゴ
ッ
コ
」
「
僕
が
鬼
だ

よ
」
な
ど
内
容
に
趣
向
を
こ
ら
し
、

講
師
の
適
切
で
思
い
や
り
の
あ
る
指

導
に
よ
り
、

終
了
ま
じ
か
に
は

一
人

で
水
に
浮
く
ま
で
に
な
り
、
中
に
は

自
由
に
泳
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
子
供

も
い
ま
し
た
。

6
日
間
と
い
・
フ
短
い
期
間
で
、
こ

の
教
室
の
目
的
を
果
た
し
、
も
っ
と

続
け
て
は
し
い
と
残
念
が
る
子
供
も

い
ま
し
た
が
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

。
マ
決

（
境
の
抽
選
勝
ち
）

赤

川

口

l
5
境

康
川

健
川

〉
』
川

y
川

ポ
川

ス州川
こ
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
は
、
広

州
く
県
民
に
ス
ポ
ー
ツ
に
続
し
む
機
会

酬
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り、

自
ら
笑

州
践
す
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
県
入
と
継
続

酬
的
な
活
動
を
促
進
し

「
生
涯
ス
ポ
｜

州

ツ

」
の
飛
躍
的
推
進
を
図
る
た
め

川
に
開
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

州

0
主
催

富
山
県
教
育
委
員
会

川

0
共
催

開
設
担
当
市
町
村
各
教
育

川

委

員

会

川

0
日

時

昭

和
問
年
9
月
刊
日

川

午

後

1
時
鈎
分

1
4
時

川

O
会

場

朝

日
町
民
総
合
体
育
館

川

0
開
股
内
容

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

川

前
日
本
女
子

州

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

監

督

川

小

島

孝

治

氏

川

モ

ン

ト

リ

オ

ー

ル

オ

リ

ン

川

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

州

償

山

樹

里

氏

康
川

健
川

と
川

ツ
酬

ポ
州

ス
酬

勝

第

4
田
町
児
童
ク
ラ
ブ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

マ
準
決
勝

境境上

町

M
！
日
東
草
野

9
1
2
桜

町

お

1
3
上

町

マ
決

勝

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

町 尾

av男
子
の
部

コ
ー
ヒ
ー
の

健
康
的
な
飲
み
方

お
茶
は
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
お
茶
は
、
似
た
ち
の
心
を
な
ご

ま
せ
、
疲
れ
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。

心
安
ま
る

一
時
に
、
最
近
は
コ
ー

ヒ
ー
党
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

二
日
に
何
杯
か
飲
ま
な
い
と
：
・

：：・
」
と
い
う
コ
ー
ヒ
ー
好
き
な
方

も
い
ま
す
ね
。
度
が
過
ぎ
る
の
は
良

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
に

1
1
2

杯
程
度
な
ら
次
め
よ
う
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。

①
利
尿
作
用
が
あ
る
。

②
神
経
を
適
度
に
刺
激
し
て
、

を
き
ま
す
。

③
疲
労
回
復
に
役
立
つ
。

眠
it 

優
勝

月
山
チ
ー
ム

重

野

弘

松

沢

長

井

一

男

沢

田

舘

繁

忠

河

村

次

勝

幸

町

チ

l
ム

大
井
和
十
三

柚
木

中

島

昭

夫

酒

井

古
漂

弘

志

大

和

吉 忠正
継男隆

ヲ守敏駒
文 二 夫

－
女
子
一
部

優
勝
す
い
ー
す
る
チ
ー
ム

組
沢
ケ
イ
子

大

浜

佳

代

子

小

松

真

佐

美

折

一
戸
智
恵

大

沢

淑

子

藤

田

朱

実

飲
み
方
七
カ
条

コ
ー
ヒ
ー
の
一
番
の
特
徴
は
、
カ

フ
ェ
イ
ン
と
タ
ン
ニ
ン
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
神
経
を
興
奮
さ

せ
る
作
用
が
あ
り
、
子
供
に
は
好
ま

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
で
も
人
に

よ
っ
て
は
、
眠
れ
な
く
な
る
人
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
健
康
的
に
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
む
コ
ツ
と
し
て
次
の
七
カ
条
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①

一
日
に

4
杯
程
度
ま
で
と
す
る
。

体
に
蓄
を
及
ぼ
さ
な
い
の
は
、

せ
い
ぜ
い
こ
の
程
度
で
す
。

②
ブ
ラ
ッ
ク
は
避
け
る
。

カ
フ
ェ
イ
ン
は
胃
酸
の
分
泌
を

促
し
、
外
に
も
胃
の
粘
膜
を
荒
ら

・割

泊
小
・
朝
日
中
の

利
用
申
し
込
み

川
目
前
ま
で
に

学
校
開
放
事
業
を
始
め
て
か
ら
今

年
で

8
年
目
を
迎
え
、
開
放
校
も

8

校
と
増
え
利
用
者
も
楢
唱
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
原
則
と
し
て
「
年

聞
を
通
じ
て
、
継
続
的
に
使
用
す
る

団
体
（
週
l
回
以
上
）
」
の
利
用
を
認

め
て
い
ま
す
が
、
泊
小
学
校
（
体
育
館
・

グ
ラ
ン
ド
）
、
朝
臼
中
学
校
（
体
育
館
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
外
の
団
体
の
利

用
も
認
め
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
し

た
い
団
体
は
、
凶
日
前
ま
で
に
教
出
問

委
員
会
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

次
勝
三
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム

広

田

京

子

広

田

絹

子

高
時
回
二
三
校

藤

田

文

子

前

川

浪

子

－
女
子
二
部

優
勝
健
康
体
操
チ
ー
ム

高
島
美
和
子
石
井
多
雅
子

住
吉
千
鶴
子
清
水
美
和
子

吉

田

映

子

鍛
治

正
予

次

勝

ブ

ル

l
エ
ン
ゼ
ル
チ

l
ム

松

田

幹

子

梅
沢
美
津
子

高

松

美

佐

子

高

島

久

子

高

島

玲

子

上

野

く

に

子

す
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

刺
激
を
弱
め
る
意
味
で
も
ミ
ル
ク

を
た
っ
ぷ
り
と
入
れ
た
方
が
良
い
。

③
砂
植
は
少
な
め
に
。

ス
プ
ー
ン
に
軽
く
一
杯
ぐ
ら
い
。

④
夜
は
控
え
る
。

カ
フ
ェ
イ
ン
の
覚
醒
作
用
や
利

尿
作
用
は
夜
に
は
不
向
き
。

⑤
す
き
っ
腹
に
は
策
物
。

空
腹
時
で
は
胃
が
荒
れ
や
す
い
。

⑥
間
隔
は
am低
3
時
間
あ
け
る
。

カ
フ
ェ
イ
ン
が
体
か
ら
消
、
え
る

に
は

3
1
4
時
聞
が
必
要
。

⑦
タ
バ
コ
や
酒
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
。

一
緒
だ
と
胃
を
こ
わ
し
や
す
い
。

コ
ー
ヒ
ー
は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気

分
で
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
生
活
に
潤

い
を
与
え
る
欽
み
物
で
す
が
、
飲
み

過
ざ
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

でえが
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ス
ポ
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町

一
一
竹
・
事
成
績
一

第
mm
回
町
民

野

球

大

b、
ヱミ

マ
準
決
勝

続

4
1
0
山

崎

大
家
庄

5
1
1
泊

一
区

境

4
1
2
大
家
庄

マ
決

勝
の献震血

7月実施分

境
地
区

高
僑
志
保
チ
、
広
川
治
永
、

宮

崎

地

区

松

沢
仁
、
水
尚
光
久
、

水
品
孝
夫
、
氷
山
品
敏
彦

笹
川
地
区

小
林
一
季
、
小
林
雅
給
、

竹
内
義
明
、
長
井
い

づ
み

泊
一
区

消
水
順

一
、
村
沢
実
、
村

沢
錦
二
、
村
沢
美
和
子

泊
二
区

米
関
健
次
、
米
問
正
克
、

加
藤
由
美
子
、
米
間
芳
男
、
聞
畑

林
弥
、
長
崎
保
治

泊

三

区

松

本
秀
明
、
加
藤
邦
男
、

間
部
敏
博
、
河
村
成
子
、
谷
口
高

士
子
、
平
坂
長
博
、
大
西
緒
三
雄、

山
本
修
、

再
寸
自
治
、
館
広
子
、
米

沢
博
明
、
草
忠
男

五
箇
庄
地
区

浜
屋
安
志
、
西
村
敏

雄
、
長
谷
川
新

一
、
柏
原
知
枚
、

広
岡
慎

一
郎
、
長
井
忠
夫

南
保
地
区

川
合
純
次
、
谷
清

山

崎

地

区

草

原

庄
一

、
黒
崎
留
美

子
、
・
中
野
美
雪
、
表
史
郎
、
山
本

勝
明

大
銀
庄
地
区
広
川
益
美
、
小
川
千

春
、
石
僑
聖
子
、
小
川
幸
治
、
沢

木
昇
、
大
久
保
伊
長

（
日
名
）

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
⑮広．
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....羽田小屋~~·陸するヘリコブター

メしや三角が魚釣りになったリ． パン

ダになったり ．鋭客の名前がウサギや

トラに変身。兄弟の見事な筆きぱきに

大人から子供まで盛んな拍手。できあ

がった没画はそれぞれ，アシスタント

をしたお’若手さんが持ち帰リ，大喜びで

した。

~oロムでパンダに変身

l 

団民を対象とし て．家庭肴，f護の

，！書出会が開fiiiされました。

臼m;li:；山県文書｜；の茶山講師よ

り家庭に病人が出たときの手；；華

の心得や病人に対する心づかい

とし て「病人の気持ちになって

行議する」ことの大切さを聞い

たあと．モデルを使って．実際

に病人の寝かせ方，着替えめさ

せ方．安来の工夫．排t世のill：’話など．

具体的な’手留をしました。

そのほか．不用のト ックリのセータ

ーを手lj ~討した床づれ防止用の円座や病

気の至近のために夫である男性が考案し

たといわれる．夜間の非常用排池器の

作 リ｝j＇の議慢 もあ り．身近なf支術の符

~！｝の機会と して 君主Im~－のHJf.；を I導 し ま

した”

V開館した百河豚美術館

8月1日～2日
教育を考える会全国集会聞く

8月 1日と 2日両日にわたり．これ

からの教育を語る会全国研究集会が．

朝日中学校におL、て開催されました。

集会iム研究発表や記念講演など盛

り沢山の内ftて二 特にテレビでね馴染

みのNH K解説委員‘児五邦二氏 も液

製に立たれ．！ム品や長崎など県外を含

め 200名余りの参加者もI恥、感銘を受

けた様子でした。

さ~ ~c..； ~守~~~ ι’t
...－圃． ’1・・・・・h ‘P1・1‘h .:¥1 

ミタ醤忌；
主主J 盟国司血色 ｛

竺主』ζ 4・・圃・E ・・rTバ’， g咽

盃z・It温

ア月28日
新世紀博朝日町の日

7月28日は．新世紀博の、＼市町村の日”

を朝日町がf!I.当。

郷土芸能として．宮崎の稚児舞．大

家広の凶純えうた．平柳のしし舞を彼

露したほか．朝日町ゆかりの渇画家．

山被あおおに.,/1：鬼さんが東京からw.
けつけ 「兄弟のまんが教室」を開議。

ア月24日～26日
いきいき富山キャンペーン壷山会

九、きいき；；1山キャンベー ンャの1'1馬

It・朝日岳登山会が県内外から一般の

参加者60f，を得て 7月24[Jから 2i(J 3 

日の日fY.て’frわtLました、

初日の24日｛よ.i自駅前から〆〈スで長

野県の篠倉へ。そして大？？渓を路破し

白鳥山荘まで勾

型25日には．今登山会のメイン白鳥

岳から朝日n;.Jまでの縦走。しかし，あ

L、にくの悪天fli:Q30 ：~ を超える強風と

バケツをひゥくり返したような土砂降．

リてコ高山納物のお花畑や北アルプス

の大ノfノラマu.楽 しむニとができませ

んでした。31:l自の26日には．夕日が原．

イブリ山を越え北又に。 絞悪グ〉λ~f肢で

つらい登山となったが．終わってみれ

ば．生涯の記念に。 ~t:X.では参加者の

「パンサ’イ 」の声が幾度となく繰り 返

されました。

』h雪愈岳山頂付近のガスの申で

ア月27日
家庭看護の腸習会開〈

7月27日 （水）に朝日町福M：センタ

ーで．朝日町連合婦人会員と日，Jf;奉仕

5
1
8
 

消防署へ．朝日町道下．坂東病院 ；

坂東健さんより．亡父健こさんの遺 1
志により．救急器材 L心電図及び電 j

子血圧計）の寄付があリ ．救急業務 ｛

； への活用が期待さtlます。 ）＠ 
l…、一一一一一一～～一一一一~~J -

3,044円

。上町高島勉さんより朝日町児

童クラブ連合会へ野球大会受賞カ

ップ一基を指定寄付

お
す
こ

や
か
に

ど認

宮

崎

加

藤

千

敏

二
男

中

町

柏

木

哲

秋

長

男

中

草

野

寺

崎

繁
一
長
女

向

陽

町

長

谷

修

長

女

荒
川
一丁
目
筒
井
謙
治
長
女

月

山

数

家

警

継

長

男

草

野

折

戸
和
義

二
女

高

畠

越

間

敏

郎

長

女

羽

入

背

山

町

良

信

長

男

山

王

森

岡

義

則

二

男

下
山
新
山
本
日
登
志
長
男

お
し
あ

わ
せ
に

。
慈

針

草

野

0
赤

川

富
山
市

お
く
や
み

境協
悦

笹

川

宮
本
町

束
三
浦
町

中

町

東

草

野

淀
川
三
丁
H

上

道

下

町

怜

町

坑

川
小

吏

町

南

保

雄

谷

経

谷

湯

の

瀬

羽

入
比

岩

崎

殿

町

大

家

町

柳

田

F
山

新

金

山

金

山

悠

太

栄

市
由

利

玲

奈
絵
里
子

補

失

光

恵

香

織

良

太
恵

明

悦

也
盛一

明ホ

林

古
一
川

ハ
川

金
仲
町

議
志
摩

美 次

'" 樹 子 男

荒小．
白
ム
n

Vお父さんといっしょにはしを作りました：

周回 ：
~ 8月8日

へりで雲上の朝日岳へ

8月8日に．朝日町商工会が主催 し

て．ヘリコプターによる朝日岳招待事

業が行われました。これは．商工会が

商工会館の落成記念事業のーっとして

8月8日 ； 今年の 5月から準備を進めていたもの

百河豚美術館開館式 iで.100名の方々を招待しました。参加者

からは．お金を出しで もいいからも う
不動堂遺跡、備に主主設されていた (iiuJ

一度行きた L、と L、う声が聞かれま した。
豚美術館の開館式が関係肴約 200？＇，，の --「，（（んW

参列を｛等て．午fili9 a寺30分カ．ら行われ F

ました。 ； 善意の預託 } 
同笑何；i~iiは．鉄筋コンクリー ト造 2 ! ~ 

階建延べ面積498.岬ちらで，不動堂 ； 朝日町善意銀行 ； 

遺跡と調和するよう優凱 ピラミ γ ド；社会福祉のためにと．次の方々か ；

形に建設されました。 ｛ ら善意の預託がありました。 ｛ 

l階は．事務家．ロビーで． 2階は， （ ｛ 
〔 勺朝日町中央農協婦人部南保支部さ ｛ 

展示室となっており． 132点の美術品 1 i 
i んより不用品交換市の売上金の－ ？

が展示してあり ます。 ) ) 
) 部 2.900円と衣類55点 ) 

また．敷地li*(J6000ギ }j： ~ と広〈 ． ) i 
｝ 〈フ月山 永井静子さんよ リ月山児童 （

美術館の周聞は池になってお リ．僑を 〈 （ 
｛ クラブへ指定寄付 7,000円 ！ 

渡って入館するようになっています。 ｛ ！ 
) ＜：：：＞朝日町わらび座を見る会さんよリ ） 

i 5, 335円 i
l ＜：：：＞幸町 間部三郎さんより亡母ひろ ｛

さんの供養のためと香典返しのー）

部 100,000円 j

O笹川 小林一夫さんより亡妻雪子 ｛

さんの供養のためと香典返しの－ ~

部 2ゆ0,000問 j

O清水町佐渡愛里敏明さんより．（

小遣いを貯めたもの ） 

ぞ震

大 高水水坂大鈴長大 ±i:±毛市 谷谷 ijj・竹坂上舟育大小水水
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・
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を
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を
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L
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俳
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青
柳
志

Mm樹

ug相55年の農林業センサスによれ

ば，朝日町の総農家教は2.01l戸で総

世帯数の約4押lを占めています。

しかし.20年前の昭和35年と比較

すると 460戸（ 18.6%）も減少して

おり．総世術数に占める制合も 5茜lj

からl古IJも｛氏ドしています。

また．総農家数を経営緋ft!!而楠縦

模別にみると 1.5ha米満の農家数が

減少し.2.0ha以上の農家教が±rtIJUし

ており ．経営規模の大きな農家の規

模拡大が少しずつ進んでいるといえ

ま寸・0

これは.1. 5ha未満ーの農家が規模の

大きな農家に農地を貸付けたり．委

託に出したり ．都市部への転出によ

る農地の集械が進んだためと巧－えら

れます。
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婦
人
の
健
康
づ
く
り
事
業
の

一
環

と
し
て
、
山
家
山
胞
の
台
所
を
あ
す
か
る

主
婦
に
、

「栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
」
、

「う
す
味
」
の
料
則
一を
実
践
し
埋
解

し
て
も
ら
お
・
7
と
、
巡
回
栄
益
指
得

議
習
会
を
実
地
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
境
公
民
館
で
実
地
さ
れ

ま
し
た
巡
幽
栄
養
教
主
の
一
コ
マ
を

表
紙
に
し
て
み
ま
し
た
。

院予定堂

今
月
の

h

か
め
ら
散
歩
仰
は
、
朝

日
岳
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
山

の
天
気
は
：
：
：
と
同
じ
で
、
変
わ
り

ゃ
す
く
．

二
度
も
取
材

に
出
か
け
る

は
め
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
ん
と
か

皆
さ
ん
に
お
刷
け
す
る
こ
と
が
て
き

ま
し
た
。
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ラ
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で
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な
い
た

め
鮮
明
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
が
、
ふ
ん

い
%
だ
け
で
も
味
わ
，
っ
て
く
だ
さ
い
内

今
後
、
こ
・
7

い
う
所
を
知
り
た
い
と

い
う
要
望
が
あ
れ
ば
、
カ
メ
ラ
を
片

手
に
ど
ん
な
所
に
も
行

っ
て
皆
同時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
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報
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だ
さ
い
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